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  「ルーヤン カエルゾンビバレエ」レビュー 

 ルーヤンというアーティストのプライベートを聞いた。周りの友人が語

るには裕福な家庭に生まれ育ったのもあり温厚で、ファッションにも敏感

な普通の女の子だ。一見私たち学生とかわらない姿を持ちながら、吐き出

される世界観はグロテスクであり、狂気的で日常からはかけ離れたある種

の「恵み」からの抵抗であり、彼女の叫びのようにも感じられる。彼女は

「変態の極みに辿りつきたい。」とこのカエルゾンビバレエを制作する過

程で語ったそうだ。 

 今回制作された「カエルゾンビバレエ」は使用済みの実験用カエルを

MIDI コンソールの打ち込みによって踊らせるというものだ。作品を数分

眺めているとカエルの足が人間の足に見えてくるようで、なんとも物悲し

い気持ちにさせる。まるで死後硬直を迎えた人間の様相を表しているよう

にも見え、完全に目的の為に踊らされたダンサーのようだ。彼ら自身の意

思はない、まるで商業用のダンサーをも想起させられる。カエルゾンビバ

レエの映像を作成するために作られた機械は、カントの「判断力批判」の

定義からみると、特定の概念「グロテスク」の実現のために、一度は実験

のために一度「死」を迎え、そして実験後、不要となり物質的な「死」を

迎えようとするところで、目的から一度完全に解放された実験用カエルを

音の打ち込みによって新たに目的を与えることで「踊らせる」機械的な技

術によって生み出された感性的形象であるだろう。これは現代の世界中の

メディアに溢れる、目的のためだけに踊らされる「アーティスト」を抽象

化させたものではないだろうかと私は感じた。ルーヤンは常に過激な作品

を提示していき、日常への抵抗を繰り返しているかのように見える彼女の

目指す「変態」とは、日常への逃避もありつつ、日常からは決して逃れら

ない「抵抗」にも似ている。彼女は中国の新鋭メディアアーティストとし

て注目されているが、大きな力に踊らされてたまるかといった「抵抗」が

「カエルゾンビバレエ」に現在「踊らされている」ものへの皮肉の提示に



よって表現されているのではないだろうか。そして彼女なりの「変態的表

現」という日常世界への「抵抗」が彼女なりの「真実」を伝えようとして

いるのではいかと考えた。 


